
 

 

  

 

 

 

学校経営から学ぶ 
本校の素晴らしい点は、協議に参加されている

方々が皆、明るく前向きで、やる気に満ち溢れてい

ることです！！それは、学校の教育目標である「や

さしく かしこく たくましく 夢の実現へ成長する子どもの育成」

の実現のため、やさしさ＝道徳教育、かしこさ＝英語教育、たくまし

さ＝清掃 と、取り組みを焦点化していることで、各自ミッションが

あるからだと思いました。さらに、それぞれの取組が何のために行う

か、どんな資質・能力を育てるのかという目的を明確にしているので、

方法や手段については担当者に任せられ、そのため、若い職員からも

新たな企画が生まれています。さらに、児童生徒会の SDGｓの活動

も子ども達が当事者意識をもって行うまでになっています。 

とりわけ、１１月１８日に行われた、フィジー共和国オリンピック

選手とのオンライン交流の取組では、それぞれの教職員の良さを発揮

しながら、全校をあげて協働的な実践が行われたようです。そのよう

な活動を通して、本校が学校で育成を目指す（教科横断的な）資質・

能力を「自己表現力」の共通理解も深まったこと思います。これからの本校の実践や子ども達

の成長に目が離せません。 

授業から学ぶ 

５年生の教室ではそれぞれの子どもらし

さがあふれていました。リズムとテンポのあ

る授業、間違ってもいいような雰囲気づくり

を、先生と子ども達が共に創っていました。  

８年生は「旅行プラン」について単に提案

するだけでなく、企画書（書くこと）からプ

レゼン（話すこと）につなげるような工夫が

みられました。 

今後は、指導案の「振り返り」の記述は、

教師が願う具体的なゴールの姿を「子どもを

主語」にして、資質・能力の３本柱の視点で

より具体的に表現してみてはいかがでしょ

うか。 

そして、教師が考えた「振り返り」と子ど

もが実際に書いたものとの違いを分析をし

たり、「めあて」との連動、評価規準との整合

性について協議したりすることで、授業改善

がより推進されると思いました。 
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